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はじめに

こ のマニ ュ アルではMicro Focus® DevPartner Studio® ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール方法を説   

明し ます。

対象読者
こ のマニ ュ アルは、 DevPartner Studio を イ ン ス ト ールする シングル ユーザーおよびコ ンカレ  

ン ト 環境で使用するユーザーを対象と し ています。

こ のマニ ュ アルでは、使用方法は説明し ていません。 使用方法については、 製品に付属のオン 

ラ イ ン ヘルプや 『DevPartner Studio ユーザー ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

こ のマニ ュ アルでは、 ユーザーが Microsoft Windows イ ン ターフ ェ イ スおよびWindows ソ フ 

ト ウ ェ アの イ ン ス ト ールに精通し ている こ と を前提 と し ています。 こ の前提にあてはま ら な 

い場合は、 このマニュ アルの前に Microsoft Windows のマニ ュ アルを よ く 読んで く ださ い。 

表記⽅法
こ のマニ ュ アルの表記方法は以下の と お り です。

◆ ス ク リ ーン コマン ド や メ ニュー名などは、 太字フォントで示し ます。 次に例を示し ます。

[ツール ] メ ニューから [オプション ] を選択し ます。

◆ フ ァ イル名は等幅フ ォ ン トで示し ます。 次に例を示し ます。 

『DevPartner Studio ユーザー ガ イ ド』 （Understanding DevPartner Studio.pdf）    

は ...

◆ コ ンピ ュータのコマン ド と フ ァ イル名内の変数（ユーザーがイ ン ス ト ール時に適切な値を

指定する もの） は、 イ タ リ ッ ク の等幅フ ォ ン ト で示し ます。 次に例を示し ます。

[移動先 ] フ ィ ール ド に「http://servername/cgi­win/itemview.dll」 と入力し ます。

補⾜情報
機能レベルのオン ラ イ ン ヘルプを利用し て、 DevPartner Studio の機能や使用方法を参照でき  

ます。

また DevPartner Studio のコ ンポーネン ト について、 さ らに詳しい情報が以下のよ う に提供さ 

れています。 Adobe Acrobat （.pdf） 形式のマニ ュ アルおよびDevPartner Studio リ リ ース  ノー    

ト は、 Micro  Focus  SupportLine  Web サ イ ト の DevPartner  Studio 製品ページ （http://    
supportline.microfocus.com/） や、 [スタート ]>[すべてのプログラム ]>[Micro Focus]> 
      DevPartner Studio イ ン ス ト ール ガ イ ド 5
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はじめに

    
[DevPartner Studio] メ ニ ューか ら ア ク セスで き る InfoCenter の リ ン ク か ら入手でき ます。 

また、 DevPartner Studio DVDに も収録されています。

◆ 『DevPartner Studio リ リ ース  ノー ト 』 には、 DevPartner Studio の既知の問題 と テ ク ニカ   

ル ノ ー ト が記述さ れています。  リ リ ース  ノ ー ト は、 DevPartner Studio の イ ン ス ト ール    

セ ッ ト ア ッ プおよび DevPartner Studio InfoCenter から入手でき ます。

◆ 『DevPartner Studio ユーザー ガ イ ド 』 は、 DevPartner Studio の使用方法についての詳細   

が記載されています。

◆ 『DevPartner Studio ク イ ッ ク   リ フ ァ レ ン ス』 および 『DPVC ク イ ッ ク   リ フ ァ レ ン ス』 は、   

DevPartner Studio Studio および DevPartner Studio for Visual C++ BoundsChecker Suite    
機能の概要を説明し ています。製品をすぐに使用する ためのア ド バイ ス も記載されていま

す。

◆ 『DevPartner Studio エラー検出ガ イ ド 』 では、 Micro Focus DevPartner Studio エ ラー検    

出ソ フ ト ウ ェ アの使用方法を理解でき る よ う に、 コ ンセプ ト と 手順について説明し ます。

◆ [Micro Focus  ラ イセン スシステムの管理 ] ツールのオン ラ イ ン ヘルプは、 DevPartner   
Studio のラ イセン ス管理について説明し ます。
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第1章
DevPartner Studioインストール
こ の章では、 Micro Focus® DevPartner Studio のシステム要件と 、 イ ン ス ト ールについて説明   

し ます。

システム要件
DevPartner Studio リ リ ース  10.6.0 （すべてのエデ ィ シ ョ ン） に必要な最小構成は、 以下の と   

お り です。

表1-1. ハードウェア
プロセッサ 1.0 GHz Pentium IIIプロセッサ（32ビット）以上

2.0 GHz Intel EM64T、またはAMDx64プロセッサ（64ビット）以上

メモリ 512 MB（32ビット）
1 GB（64ビット） 

ディスクの空き容量 2 GB

ディスプレイ 1024x768、16ビット カラー 

その他 DVDドライブ 

表1-2. オペレーティング システム

オペレーティング システム エディション ブラウザおよび IIS 

Windows 7

（32ビットと64ビット）
Professional、Enterprise、Ultimate Internet Explorer（IE）8.0 

（64ビット）
IE 7.0（32ビット）
IIS 7.5

Windows Server 2008 R2 Standard、Enterprise IE 8.0
IIS 7.5

Windows Server 2008  
（SP2）
（32ビットと64ビット）

Standard、Enterprise IE 7.0以上
IIS 7.0、7.5

Windows Vista（SP1 または 
SP2）

（32ビットと64ビット）

Business、Enterprise、Ultimate IE 7.0以上
IIS 7.0、7.5
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サポートされている環境
DevPartner Studioは、 以下の環境の リ リ ース  バージ ョ ンをサポー ト し ています。 

メモ： サポートされている⾔語およびプロジェクト タイプの総合⼀覧は、『DevPartner 
Studioユーザー ガイド』の「付録B」を参照してください。

各環境にイ ン ス ト ールされる機能の詳細については、 「イ ン ス ト ール可能な機能」 （11ページ）

を参照し て く だ さ い。 サポー ト されているすべての Visual Studio テ ク ノ ロ ジの詳細について  

は、 『DevPartner Studio ユーザー ガ イ ド』 を参照し て く だ さい。

Windows XP 32 ビット  
（SP3）
Windows XP 64 ビット  

（SP2）

Professional IE 6.0以上
IIS 6.x、7.0、7.5

Windows Server 2003 R2

（32ビットと64ビット）
Standard、Enterprise IE 6.0以上

IIS 6.x、7.0、7.5

Windows Server 2003（SP1  
またはSP2）

（32ビットと64ビット）

Standard、Enterprise IE 6.0以上
IIS 6.x、7.0、7.5

表1-2. オペレーティング システム

オペレーティング システム エディション ブラウザおよび IIS 

表1-3. Visual Studioとの統合

バージョン エディション .NET Framework

Visual Studio 2010 Ultimate Edition、Premium Edition、  
Professional Edition、Test 
Professional Edition。 Ultimate、  
Premium、およびTest Professionalの各 
エディションにはTeam Foundation 
Serverが含まれています。

.NET Framework 4.0 

（Compact Framework は 
サポートされていません）

Visual Studio 2008 Professional Edition、Team Edition for   
Software Architects、Team Edition for   
Software Developers、Team Edition  
for Software Testers、Team Suite 

.NET Framework 3.5 

（Compact Framework は 
サポートされていません）

Visual Studio 2005  
（BaseとSP1）

Professional Edition、Team Edition for   
Software Architects、Team Edition for   
Software Developers、Team Edition  
for Software Testers、Team Suite（64   
ビット環境はサポートされていません） 

.NET Framework 2.0  
（BaseとSP1）、3.0* 

（Compact Framework は 
サポートされていません）

Visual Studio Team  
Foundation Server

該当なし 該当なし
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Micro Focus製品ライセンスの取得
DevPartner Studio を ト ラ イ アル期間を超えて使用する場合は、 Micro Focus によ って提供さ   

れる認証コー ド が必要です。 認証フ ァ イルは、 購入し た DevPartner Studio のラ イセン ス ご と   

に Micro Focus よ り 提供されます。

認証コー ド を取得する には、 以下のホ ス ト 情報 と と も に、 Electronic Product Delivery 電子  

メ ールから送信されたシ リ アル番号が必要にな り ます。

名前付きユーザー （ ノ ー ド ロ ッ ク された） ラ イ セン ス ： ラ イ セン ス供与される各シス テムか 

ら ホ ス ト 名およびホ ス ト ID （物理ア ド レ ス） を収集し ます。

コ ンカレ ン ト （浮動） ラ イ セン ス ： ラ イ セン ス  マネージ ャ を イ ン ス ト ールする システムから 

ホ ス ト 名およびホ ス ト ID （物理ア ド レ ス） を収集し ます。

ホスト情報の収集
1 [スタート ]>[すべてのプログラム ]>[アクセサリ ]>[コマンド プロンプト ] を ク リ ッ ク し 

て、 Windowsのコマン ド  プロ ンプ ト を開き ます。

2 コマン ド  プロ ンプ ト で、 ipconfig /all と 入力し、 [Enter] キーを押し ます。

IPconfig によ り ホ ス ト 名および物理ア ド レ ス を含む値の リ ス ト が返されます。 

DevPartner Studio製品ライセンス キーの取得
製品をダウ ン ロード し た場合、製品認証コード が電子 メ ールによ って送付されます。 メ デ ィ ア 

を購入し た場合は、 認証コー ド または製品のシ リ アル番号が メ デ ィ ア パ ッ ケージに含まれま 

す。 認証コード は、 SupportLine （http://supportline.microfocus.com/） の DevPartner ラ イセン 

ス  ページで製品のシ リ アル番号を入力し て取得する こ と もでき ます。

提供された認証コード を使用するには、Windows のスタートメ ニュー（[すべてのプログラム
]>[Micro Focus License Manager]>[ライセンス管理システム ]）から  [Micro Focus ラ イ    

セ ン ス シ ス テ ム の管理 ] ツールを開始 し ます。 ラ イ セ ン ス 管理についての詳 し い情報は、  

[Micro Focus ラ イセン スシステムの管理 ] のオン ラ イ ン ヘルプに記載されています。

DevPartner Studio を イ ン ス ト ール し たいが、 ま だ認証 コ ー ド が届いていない と い う 場合、 

DevPartner Studio を代理店からお求めになった場合、 または既に Micro Focus ラ イセン スシ    

ステムの管理ツールで他の Micro Focus製品ラ イセン ス をお持ちの場合は、 SupportLine のカ 

ス タ マ ケ ア 経由、 ま た はASQ License Management 宛 て に連絡の う え、 Product License    
Management にお問い合わせ く ださ い。

Micro Focus製品を自動または手動で認証させる方法を説明する ビデオが SupportLine （http:/ 
/supportline.microfocus.com/licensing/LicensingStudio6.0LowExternal.wmv） のページ で参

照で き ます。 なお、 こ のビデオはDevPatner の ラ イ セン ス管理用の も のではあ り ませんが、

DevPartnerに も適用でき ます。

DevPartner Studioのライセンスについて
すべての DevPartner Studio製品の ソ フ ト ウ ェ ア ラ イセン スは、 Micro Focus ラ イセン ス管理   

シ ス テ ム ツールを使っ て管理 さ れます。 ラ イ セン ス管理についての詳し い情報は、 [Micro  
Focus ラ イセン スシステムの管理 ] ツールのオン ラ イ ン ヘルプを参照し て く だ さい。

DevPartner Studio ソ フ ト ウ ェ アのラ イセン スについては、 以下の こ と に注意し て く だ さい。
      DevPartner Studio イ ン ス ト ール ガ イ ド 9
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◆ DevPartner Studio は、 以下の 3 種類のパーマネン ト  ラ イセン スのいずれかで実行でき ま  

す。

◇ ノ ード ロ ッ ク  ラ イセン ス （シングル シー ト  ラ イセン ス） と 呼ばれる ローカルにイ ン   

ス ト ールする ラ イセン ス （ラ イセン ス  サーバーのイ ン ス ト ールは必要あ り ません）

◇ ネ ッ ト ワーク  サーバーのラ イセン ス  マネージ ャ  データベースに保存される コ ンカレ   

ン ト  ラ イセン ス

◇ ネ ッ ト ワーク に接続されていないコ ンピ ュータで実行する ボロー （借用） コ ンカレ ン

ト  ラ イセン ス

◆ DevPartner Studio は、 ト ラ イ アル ラ イセン ス を使用し て実行でき ます。  ト ラ イ アル期間   

は、 いずれかの DevPartner Studio 機能が使用された時点で開始し ます。

メモ： System Comparisonは、DevPartner Studioライセンスの下で機能します。  
System Comparison のユーザー インターフェイスを使用すると、その他の  
DevPartner Studio機能がインストールされているかどうかに関わらず、トライアル 
期間が開始します。 ただし、System Comparisonサービスだけを起動して使用する  
場合は、ライセンスは使用されないため、トライアル期間は開始しません。

◆ DevPartner Studio では、コ ンカレ ン ト  ラ イセン スについて、30 分間のア イ ド ル セ ッ シ ョ    

ン ラ イ セン ス  タ イ ムア ウ ト  ポ リ シーがサポー ト されます。 コ ン カ レ ン ト  ラ イ セン スが    

統合開発環境 （IDE） でホ ス ト される DevPartner Studio 製品に対し て使用されている場 

合、30 分間にわたって DevPartner Studio 機能が使用されない と （ア ク テ ィ ブな分析セ ッ 

シ ョ ンが存在せず、 開いているセ ッ シ ョ ン フ ァ イルも存在し ない）、 ラ イセン スは解放さ 

れ、 ラ イセン ス  プールに戻されます。

◆ Windows のター ミ ナル サービ ス接続を経由し て DevPartner Studio を実行する と 、1 ユー  

ザーにつき 1つのコ ンカレ ン ト  ラ イセン スが使用されます。 ノード ロ ッ ク  ラ イセン スは、   

ター ミ ナル サービ ス接続を経由し た使用をサポー ト し ません。

◆ Windows の リ モー ト  デス ク ト ッ プ接続を経由し て DevPartner Studio を実行する と 、1 つ  

のコ ンカレ ン ト  ラ イセン ス または ノー ド ロ ッ ク  ラ イセン スが使用されます。

◆ 特定のバン ド ル製品の一部 と し て DevPartner Studio を購入し た場合、 バン ド ル製品に含 

まれているすべての製品を、 1 つのラ イセン スで同時に使用でき ます。

インストールとリモート データ収集
リ モー ト  システム上でアプ リ ケーシ ョ ンのコ ンポーネン ト を実行する と 、 リ モー ト  マシンか  

らパフ ォーマン ス分析、 カバレ ッ ジ分析、 メ モ リ 分析のデータ を収集し て、DevPartner Studio 
がイ ン ス ト ールされているユーザー／ク ラ イ アン ト  マシンでそのデータ を表示する こ と がで 

き ます。  リ モー ト  データ収集を行 う ために、 追加のラ イセン スは必要あ り ません。

DevPartner Studioファイアウォール アラームのトリガー
DevPartner  Studio ソ フ ト ウ ェ ア は、 Visual  Studio で実行 さ れ て い る 場合で も  

DPAnalysis.exeか ら実行されている場合で も、 リ モー ト  マシンか ら セ ッ シ ョ ン データ を  

収集する ために以前にイ ン ス ト ールされたサービ スに接続し ます。 このサービ スは、イ ン ター 

ネ ッ ト  ア ド レ ス 0.0.0.0 ポー ト 18441でプロセス間の通信 ト ラ フ ィ ッ ク を リ ス ン し ます。 こ の  

サービ スへの接続によ って、 フ ァ イ ア ウ ォール ア ラームが発生する こ と があ り ます。 こ のア  

ド レ ス を信頼でき る ア ド レ ス と し てフ ァ イ ア ウ ォールを設定する と 、 ア ラームが ト リ ガーさ

れな く な り ます。 フ ァ イ ア ウ ォールのセキ ュ リ テ ィ  レベルを最高に設定 し てい る 場合は、  
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DevPartner Studio が リ モー ト  データ収集を実行でき ないこ と があ り ます。 こ の場合はフ ァ イ   

ア ウ ォールを再構成し、 ア ド レ ス 0.0.0.0、 ポー ト 18441 でのデータ交換を有効にし て く だ さ

い。

インストール可能な機能
DevPartner Studio Professional Edition

エラー検出、 コード  レ ビ ュー、 パフ ォーマン ス分析、 カバレ ッ ジ分析、 パフ ォーマン ス  エキ  

スパー ト 、 メ モ リ 分析、 およびSystem Comparison など DevPartner Studio製品ス イー ト 全体  

が含まれています。

DevPartner for Visual C++ BoundsChecker Suite

エ ラー検出、 パフ ォーマン ス分析、 カバレ ッ ジ分析、 およびSystem Comparisonが含まれて 

います。 生産性を向上させ、 パワ フルなハイパフ ォーマン ス Windows アプ リ ケーシ ョ ンを迅 

速にビル ド し ます。

BoundsChecker Standalone

エラー検出が含まれています。 特にアンマネージ ソ リ ューシ ョ ンにかつてないほど詳細なエ 

ラー分析を行います。

Runtime Analysis

パフ ォーマン ス分析、 カバレ ッ ジ分析、 パフ ォーマン ス  エキスパー ト 、 および メ モ リ 分析が 

含まれています。 ソース  コー ド を収集し て分析し てテス ト されていないコー ド を効率的に検  

出し、 アプ リ ケーシ ョ ン パフ ォーマン ス と リ ソース を最適な状態で利用し ます。

Performance Profiler

パフ ォーマン ス分析 と パフ ォーマン ス  エキ スパー ト が含まれています。 詳細なマネージ コー   

ド  アプ リ ケーシ ョ ン プロ フ ァ イ リ ングを行ってアプ リ ケーシ ョ ンを微調整し、 非常に検出さ  

れに く い実行時の問題でも見つけ、 分析し ます。

Visual Studioのside-by-side実⾏
DevPartner Studio イ ン ス ト ール プ ロ グ ラ ム に よ り 、 DevPartner Studio が タ ーゲ ッ ト  コ ン    

ピ ュータで見つかった各Visual Studio のサポー ト されている リ リ ースの IDSにイ ン ス ト ール 

されます。 これによ り 、 サポー ト されている任意の Visual Studio環境で同時にコー ド を開発  

する こ と ができ ます。

DevPartner Studioのイ ン ス ト ール後にVisual Studioのサポー ト されている リ リ ース を イ ン ス  

ト ール し た場合は、 いつで も DevPartner Studio イ ン ス ト ールを修正で き ます。 DevPartner  
Studio イ ン ス ト ールの修正の詳細については、 第2章 「イ ン ス ト ールの保守」 を参照し て く だ

さい。

インストール
こ のセ ク シ ョ ンでは、 イ ン ス ト ールの準備情報を示し た後、 DevPartner Studio のイ ン ス ト ー 

ル手順を説明し ます。
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インストールの準備
DevPartner Studio のイ ン ス ト ールを実行する前に、 以下の こ と に注意し て く だ さい。

◆ Visual Studio 2005 または Visual Studio 2008 Team System で DevPartner Studio を使用    

する場合は、 DevPartner Studio を イ ン ス ト ールする前に Visual Studio Team Explorer を    

イ ン ス ト ールし ます。

メモ： 以前のバージョンのDevPartner Studioをアップグレードする場合は、そのバージョ 
ンのDevPartner Studio をアンインストールする前に、「DevPartner コード レ  
ビューのカスタム ルールとユーザー設定の移⾏」（13ページ）を参照してください。

DevPartner Studioをインストールするには
1 以前のバージ ョ ンの DevPartner  Studio を実行し ている場合は、 以前のバージ ョ ンの 

DevPartner をアン イ ン ス ト ールし、コ ン ピ ュータ を再起動し ます（既存のコード  レ ビ ュー 

データベース を維持するには、「DevPartner コード  レ ビ ューのカ ス タ ム ルール と ユーザー  

設定の移行」 （13ページ） をアン イ ン ス ト ールする前に DevPartner Studio を参照し て く  

ださい）。

2 Windows管理者 （「admin」） 権限のあ る アカ ウ ン ト でロ グ イ ン し ます。 DevPartner Studio  
を イ ン ス ト ールするには、 Windows管理者権限でロ グ イ ンする必要があ り ます。 

3 ウ ィ ルス対策ソ フ ト ウ ェ アを無効にし ます。

DevPartner Studio イ ン ス ト ー ラ で使用す る ス ク リ プ ト に よ っ て、 ウ ィ ル ス対策 ソ フ ト  

ウ ェ アから警告が出されるおそれがあ り ます。 DevPartner Studioのイ ン ス ト ール後、ウ ィ   

ルス対策を再度有効にし て く だ さい。

メモ： データ実⾏防⽌（DEP）設定が/NoExecute=Always Onとして設定され、CPU 
のExecute Disable Bitが有効になっているシステムでは、DevPartner Studioがイ   
ンストールされないことがあります。 データ実⾏防⽌機能の詳細は、Microsoftサポー 
ト技術情報の⽂書番号875352 を参照してください。 
 
インストール後に、この設定を変更してAlwaysOnに戻すと、DevPartner Studio 
をVisual Studioにロードできなくなります。

4 DevPartner Studio DVD を挿入し、 イ ン ス ト ールを開始し て、 イ ン ス ト ールする製品を選  

択し ます。 DevPartner Studio Professional Edition を イ ン ス ト ールする場合、 DevPartner    
Studio またはDevPartner System Comparison を イ ン ス ト ールでき ます。 

5 [次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 一連の画面に従って、 イ ン ス ト ール プロセス を進めます。

メモ： Windows インストーラは、subst コマンドを使用して作成された仮想ドライブへの
インストールを禁⽌しています。 DevPartner Studio は実際のハード ドライブだけ   
にインストールしてください。

DevPartner Studio イ ン ス ト ーラ によ って、 Visual Studio のサポー ト されている リ リ ース  

が検出され、デフ ォル ト では、すべての環境と 互換性のあ るすべてのコ ンポーネン ト がイ

ン ス ト ール されます。 DevPartner Studio コ ンポーネン ト が イ ン ス ト ール されない よ う に  

するには、 [ コ ンポーネン ト の選択 ]画面で、 イ ン ス ト ールし ないコ ンポーネン ト を選択

し ます。

イ ン ス ト ーラで、 新しいコード  レ ビ ュー ルール データベース を イ ン ス ト ールするか、 既   

存のルール データベース を使用するかを確認する メ ッ セージが表示されます。 こ のオプ  

シ ョ ンは、 ルール データベース を共有し ている場合に役立ちます。 以前のバージ ョ ンの  
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DevPartner Studioでビル ド し たルール データベース を使用する場合は、「DevPartner コー  

ド  レ ビ ューのカス タ ム ルール と ユーザー設定の移行」 （13ページ） を参照し て く だ さい。

6 DevPartner  Studio  Professional  Editionのイ ン ス ト ール後、 DevPartner  System    
Comparisonのイ ン ス ト ールを促す メ ッ セージが表示されます。 これによ り 、 コ ンピ ュー

タ  システム間の相違、 または同じ コ ンピ ュータ上の別の構成間の相違を特定でき ます。

デフ ォル ト で、System Comparisonのイ ン ス ト ールが開始されます。 イ ン ス ト ールの必要  

がない場合は、 キ ャ ンセルでき ます。 

対象の コ ン ピ ュータ に System Comparison のア ッ プデー ト  バージ ョ ンが存在する場合  

は、 イ ン ス ト ールは行われません。

DevPartner Studioインストールのトラブルシューティング
DevPartner Studio では、 DevPartner Studio イ ン ス ト ールの詳細情報 と し て Microsoft イ ン ス  

ト ーラ （MSI） のロ グをキ ャプチャ し ます。 そのロ グを調べれば、 イ ン ス ト ールの問題を診断 

でき ます。 または、 Micro Focus カ ス タ マ ケアか ら サポー ト を受け る場合に、 こ の ロ グをカ  

ス タマ サポー ト のエンジニアに提供でき ます。 

DevPartner Studio の イ ン ス ト ールに応じ て、 こ のフ ァ イ ルはDPSxxinstall.log、 ま たは 

DPVCxxinstall.log （xxは リ リ ース番号） と い う 名前で、 以下の場所に配置されます。

Windows XP システムおよびWindows Server 2003 システムの場合 ：

C:\Documents and Settings\<user>\Local Settings\Temp\

その他の対応オペレーテ ィ ング システムの場合 ：

C:\Users\<user>\AppData\Local\Temp\

MSI ロ グのほか、 以下の情報を準備し て く だ さい。

◆ イ ン ス ト ールし ている ソ フ ト ウ ェ ア と そのバージ ョ ン

◆ オペレーテ ィ ング システム と Service Pack
◆ イ ン ス ト ールされている DevPartner Studio ソ フ ト ウ ェ アの旧バージ ョ ン  
◆ 前のバージ ョ ンの削除に問題があったかど う か

◆ MSI ロ グを添付フ ァ イル と し て送信するかど う か

◆ イ ン ス ト ール中に表示されたエラー メ ッ セージの内容 
◆ 完全な管理者権限のあ る アカ ウ ン ト から イ ン ス ト ールし たかど う か

◆ イ ン ス ト ールを ローカルまたは リ モー ト のどち らで実行し たか。  リ モー ト で実行し た場 

合は、 使用し た ソ フ ト ウ ェ ア 
◆ イ ン ス ト ール前にウ ィ ルス対策ソ フ ト ウ ェ アを無効にし たかど う か

◆ DEP設定が/NoExecute=OptIn? と 構成されているかど う か

DevPartnerコード レビューのカスタム ルールとユーザー設定の移⾏
以前に DevPartner Studio を イ ン ス ト ールし てお り 、 コード  レ ビ ュー ルール データベースや    

プ リ フ ァ レ ン ス  データベース をカ ス タマイ ズ し ている場合、 これらのデータベース  フ ァ イル  

を DevPartner Studio の現在の リ リ ースに移行する必要があ り ます。 

移行手順の詳細については、 カス タマ ケアにお問い合わせ く だ さい。
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第1章 ∙  DevPartner Studio イ ン ス ト ール
14      DevPartner Studio イ ン ス ト ール ガ イ ド



第2章
インストールの保守
保守モードにアクセスする
必須： このセットアップ プログラムを実⾏する前に、必須ではない Windows プログラム

をすべて終了することをお勧めします。 ⼀部の Windows プログラムは、インストー
ル プロセスに⼲渉する可能性があります。

Windows のコ ン ト ロール パネルから保守モード にア ク セスするには次の手順を実行し ます。

1 Windows の [スタート ] ボタ ンを ク リ ッ ク し、 [すべてのプログラム ]>[Micro Focus]> 
[DevPartner Studio]>[インストールの変更 ] を選択し ます。 DevPartner Studio イ ン   

ス ト ール ウ ィ ザード が表示されます。

メモ： DevPartner Studioインストール ウィザードは、Windowsの [スタート ]ボタンか  
らアクセスすることをお勧めします。

2 [次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 [プログラムの保守 ]ページが表示されます。

ウ ィ ザード の このページから、 [変更 ]、 [修復 ]、 [削除 ]の 3種類の保守モード  オプシ ョ ンに 

ア ク セスでき ます。 それぞれのオプシ ョ ンの詳細については、こ の章の該当するセ ク シ ョ ンを 

参照し て く だ さ い。

インストールを変更する
製品をアン イ ン ス ト ールし て再イ ン ス ト ールする代わ り に、 オプシ ョ ンのコ ンポーネン ト を

追加または削除し て、 DevPartner Studio のイ ン ス ト ールを変更でき ます。

オプションのコンポーネントを使用して製品を変更する
1 こ の章の始めに説明し た方法を使用し て、 保守モード にア ク セス し ます。

2 [変更 ] オプシ ョ ンを選択し、 [次へ ] を ク リ ッ ク し ます。  [ コ ンポーネン ト の選択 ]ページ 

が表示されます。 コ ンポーネン ト の追加や削除はこ のページで行います。

3 各機能の隣にあ る ア イ コ ンを ク リ ッ ク し、以下のいずれかの操作を行 う ために適し たオプ

シ ョ ンを選択し ます。

ヒント：個々の機能を選択すると、その機能に関する説明が [コンポーネントの選択 ]ページに
表⽰されます。 また、このページの [ヘルプ ]ボタンをクリックすると、さらに詳しい 
情報が表⽰されます。

◇ その機能を ローカル ハード  ド ラ イブにイ ン ス ト ールする。

◇ その機能と 、 サブ機能のすべてを ローカル ハード  ド ラ イブにイ ン ス ト ールする。

◇ イ ン ス ト ール時にその機能を選択でき ないよ う にする。  このオプシ ョ ンを選択する 

と 、 以前にイ ン ス ト ールされた コ ンポーネン ト はすべて削除されます。
      DevPartner Studio イ ン ス ト ール ガ イ ド 15



第2章 ∙  イ ン ス ト ールの保守
4 [次へ ] を ク リ ッ ク し ます。  「プロ グ ラ ムを変更する準備ができ ま し た」 と い う ページが表 

示されます。

5 [ イ ン ス ト ール ] を ク リ ッ ク し ます。 イ ン ス ト ールが開始されます。 セ ッ ト ア ッ プ プロ グ  

ラ ムによ り 、 適切な コ ンポーネン ト が追加、 または削除されます。

変更後、 コ ン ピ ュータ の再起動を求め る メ ッ セージが表示さ れる こ と があ り ます。 コ ン 

ピ ュータの再起動を求められた場合は、すぐに再起動するか、 あ と で再起動するかを選択

でき ます。 すぐに再起動する こ と をお勧めし ます。

6 [完了 ] を ク リ ッ ク し て、 変更を終了し ます。

インストールを修復する
DevPartner Studio のイ ン ス ト ールが破損し て、 修復が必要にな る場合があ り ます。 その原  

因は、 不注意によ る削除やプロ グ ラ ムの破損が考え られます。 DevPartner Studio のイ ン ス  

ト ールを修復するには、 以下の手順を実行し ます。

1 こ の章の始めの 「保守モード にア ク セスする」 で説明し た方法を使用し て、 保守モード に

ア ク セス し ます。

2 [修復 ] オプシ ョ ンを選択し、[次へ ] を ク リ ッ ク し ます。  「プロ グ ラ ムを修復する準備がで 

き ま し た」 と い う ページが表示されます。

3 [ イ ン ス ト ール ] を ク リ ッ ク し ます。 イ ン ス ト ールが開始されます。 セ ッ ト ア ッ プ プロ グ  

ラ ムによ り 、 適切な コ ンポーネン ト が追加、 または削除されます。

4 修復後、 コ ンピ ュータの再起動を求める メ ッ セージが表示される こ と があ り ます。  コ ン 

ピ ュータの再起動を求められた場合は、すぐに再起動するか、 あ と で再起動するかを選択

でき ます。 すぐに再起動する こ と をお勧めし ます。

5 [完了 ] を ク リ ッ ク し て、 保守を終了し ます。

インストールを削除する
コ ンピ ュータから DevPartner Studio のイ ン ス ト ールを削除する場合は、以下の手順を実行 

し ます。

1 こ の章の始めに説明し た方法を使用し て、 保守モード にア ク セス し ます。 

2 [削除]オプシ ョ ンを選択し ます。 [次へ] を ク リ ッ ク し ます。 [プログラムの削除]ページが  

表示されます。

3 DevPartner コー ド  レ ビ ュー ルール データベースのバッ ク ア ッ プ コ ピーを保存するには、    

こ のチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし ます。 

4 [削除 ] を ク リ ッ ク し ます。 セ ッ ト ア ッ プ プロ グ ラ ムによ り 、DevPartner Studio のイ ン   

ス ト ールが削除されます。

5 アン イ ン ス ト ール後、コ ンピ ュータの再起動を求める メ ッ セージが表示される こ と があ り

ます。 コ ン ピ ュータの再起動を求められた場合は、 すぐに再起動するか、 あ と で再起動す 

るかを選択でき ます。 すぐに再起動する こ と をお勧めし ます。

6 [完了 ] を ク リ ッ ク し て、 保守を終了し ます。
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